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編集後記
　
二〇〇九年四月、東西学術研究所の研究組織に新たな研究班が発
足した。 「日本仏教研究班」 「比較文化研究班」 「比較映像文化研究班」「日本文学・芸能研究班」である。これに第二期（二年）に入った「明治期思想文化研究班」 「中央アジア文化研究班」 「環インド洋文化研究班」 「言語研究班」の四つを加え、あわせて八班の研究班から成る新しい研究組織として出発することになった。　
また二〇〇九年は、文部科学省の学術フロンティア推進事業であ
る「アジア文化交流研究センター」の活動の最終年度という節目でもあった。　『東西学術研究所紀要』四三輯は、このような新研究組織の発足と、研究期間を終えようとする研究組織の成果を集約する形で発刊される運びとなった。　西本昌弘氏は「日本仏教研究班」 、増田周子氏は「日本文学・芸能
研究班」 、朴賛弼氏は「比較文化 班」 、菅原慶乃氏は「比較映像文化研究班」の新発足研究班に所属する 員である。これに二期目入った「中央アジア文化 」の伏見英俊氏、 「環インド洋文化研究班」の吉田雄介氏、 「言語研究班」の沈国威 奥村佳代子氏の論考を得ることができた。　
二〇〇九年度で研究活動最終年度を迎えたアジア文化交流研究セ
ンターからは、松浦章（センター長、兼東西学術研究所所長） 、薄培林（同センターＰＤ） 、陳贇（同センターＰＤ）の三名の研究成果を
加えることができ、合わせて十一本の論考で研究成果を世に問うこととなった。　『紀要』発刊にご協力いただいた諸先生方には末筆ながら感謝を申し述べたい。 
（森部
　
豊）
